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　学ぶこと、それは生きる力をつけること。学校とは違う場所で、学んで
いる子どもが実はたくさんいます。
　今回取材した「ちばこどもり学園」は、今年
4月2日に開設されたばかりの、小中学生が集
う新しい学びの場です。

「人が点数で評価されること
がない学校を探していたところ、自分でつくれば良い

のではないかと気づき、動きはじめたのがきっかけです」と語るのは、創
設メンバーの田

た

口
ぐ ち

晴
は る

三
み

さん。3月半ばに思い立ってから約半月という早さ
で、開設までこぎつけました。

子どもたちは各々、自分が学びたいものを持ってきま
す。先生役の大人たちは、「教える」のではなく、学びの

手助けをします。
　百人一首や心理テストなど、一見遊んでいるように見える中にも、読め
ない漢字を教え合ったり、順番を譲り合ったりの学びがあります。子ども
たちの笑顔を見ていると、ここでの体験が確実に彼らの生きる力になって
いると実感できます。

現在、活動の場所は源
町「子どもたちの森公

園」や西都賀の「TSUGAnoわ こども食
堂」などを借りていますが、ゆくゆくは
幼児部もある独自拠点を建てたいという
夢も伺いました。　　　（いわさき明子）

弁護士相談受け付けています。どなたでもどうぞ！初回無料（30分程度） 問い合わせ先 市民ネットワークちば事務所 電話２０１－２５５１
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　千葉市は平成元年、平和都市を宣言し、広島、長崎の平和祈
念式典に平成22年度から毎年市民から集めた折り鶴を送呈して
います。市民ネットワークちばわかば事務所でも鶴を折り、市
民の皆さんからも募集したところ、おかげさまで1,337羽が集
まりました。ご協力ありがとうございました。6月に区役所に届
け、さらに市役所での糸通しの作業(写真)にも参加して参りまし
た。来年も実施するそうです。
　広島市では、毎年10トン以上の折り鶴
が集まるため、「折り鶴の長期保存」に代
えて、折り鶴に託された思いを昇華させ
るための方策（再生紙にする、焚き上げ
する等）に取り組んでいるとのことです。  （御成台　山田）

月～金に開催しています
想いに賛同してくださる「会員」と、
一緒に学びたい子どもを募集中です。

問い合わせ先
電 話　090-4941-9329 

田 口　まで

平和への思いよ　届け！

議員の姿勢が間近にわかる
市議会傍聴

　６月12日、本会議の議案質疑を、13
日、常任委員会の環境経済委員会を傍聴し
ました。
　環境経済委員会で印象に残ったテーマは、

①旧北谷津清掃工場土壌汚染対策
②緑区におけるイノシシ追い払いを目的とした耕作放棄
地等の刈り払い費用助成
③ごみ集積所廃止を求める陳情

でしたが、委員の皆さんはどのテーマにも真摯な姿勢で真
剣に質問し、意見を述べ合い、行政の説明も簡略的確で、
中身の濃い議論が展開され、それぞれ納得のいく結論が導
き出されて、有意義な場だなという印象でした。
　その中で岩﨑議員は積極的に質問し、意見を述べました

が、どのテーマにも市民ネッ
トワークとして十分検討し、
市民の目線に立って議論に
参加されているなと心強く
思いました。（小倉台　久保）

　6月17日に大草谷津田いきものの里（若
葉区大草町）へ出かけました。市がお願い
している自然観察指導員（ボランティア）
の方のていねいな説明で、ふだん見過ご
している生き物たちをたくさん観察し、
その世界の奥深さに気づかせてもらえました。
　子どもたちは次々に小さな虫を見つけるので、大人の目（老眼）

と全然違うと思い知りました。指導員の方が持っ
ていた観察用の昆虫拡大ケースが大人気でした。
　身近なところにバランスよく人の手が入った
里山が保たれており、市やボランティアの方の
努力を感じました。もう少し、駐車場の案内な
どをわかりやすく
して、大勢の人に

利用されるといいと思いました。
　自然との触れ合いは動植物の保
護や、田んぼの保全との兼ね合い
があり難しいところですが、もっ
と多くの人に知ってもらい、保護にかかわる人が増えていくとい
いですね。(参加者の声より)　　　　　　　　（都賀の台　鈴木）

知ってまもろう若葉区の里山
市民ネットワークわかばおもしろツアー2018 大草

谷津
田

＊自然観察会：第1・第3　日曜日 午前中開催
＊大草谷津田へのアクセス：モノレール千城台駅から南に1.2㎞
＊問い合わせ先：千葉市環境保全課　電話043－245－5195
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議案質疑するいわさき明子


